
今月の主な内容

●兵庫県議会議員選挙…6 ●タウントピックス…8 ●加西病院増築棟完成…11 ●タウンインフォメーション…12

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲電気を作るのはこんなにたいへん!  ―環境教室―

2月7日（金）下里小学校（松本　校長）の5年生6 0名を対象に、地球温暖化防止推進員の方々の手作りのパネルやク
イズなどで、待機電力のカットや買い物袋の持参といった地球環境保護に自分達ができる事を学びました。

3月27日アスティアかさいオープン（2～5ページ）
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特特　　集集
アスティアかさい

オープン

ア　
ス　
テ　
ィ　
ア　
か
さ　
い　
オ
ー　
プ　
ン

―
ね　
ひ　
め　
ホ　
ー　
ル　
と　
新
図
書
館　
へ　
行　
こ　
う
!
―

3月2 7日（木）、加西市の玄関口である北条町駅前に、まちの活性化と都市機能の回

復を目的とした再開発ビル（愛称「アスティアかさい」、地上5階建て、延床面積2 7，

8 06㎡）が完成します。アスティアかさいの1・2階はコープこうべを中心とした商業施

設となりますが、3階には地域交流センター（愛称「ねひめホール」）が、4階には新しい

図書館が整備され、同日からオープンします。

3月27日

ね　
ひ　
め　
ホ　
ー　
ル　
（　
地
域
交
流　
セ　
ン　
タ　
ー
）　

市
民
参
画　
の　
文
化　
・　
交
流
拠
点　
に

交
流
機
能　
ゾ　
ー　
ン

（
午
前
９
時
〜
午
後
10
時
）

女
性
も
男
性
も
対
等
な
立
場
で

社
会
に
参
画
す
る
た
め
の
活
動
や

交
流
を
支
援
す
る
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
、
ビ
デ
オ
の
上
映
会
や

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
楽
し
め
る
多

目
的
ホ
ー
ル
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な

ど
の
軽
い
運
動
が
で
き
る
ラ
イ
ト

ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ジ
オ
な
ど
、
様
々

な
文
化
・
情
報
・
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

休
館
日

毎
週
月
曜
日
、
国
民
の

祝
日
、
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜

１
月
４
日
）

※
そ
の
他
、
整
備
点
検
な
ど
の
た

め
の
臨
時
休
館
日

・
交
流
プ
ラ
ザ

め
ひ
め
ホ
ー
ル
の
中
心
広
場
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
、
展
示
会
、
発
表

会
が
行
え
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
が
な

い
と
き
は
く
つ
ろ
ぎ
の
場
で
あ
り
、

人
と
人
の
出
会
い
の
場
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
交
流
プ
ラ
ザ
の
周
囲
に

は
展
示
ギ
ャ
ラ
ー
が
あ
り
ま
す
。

作
品
展
示
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
多
目
的
ホ
ー
ル

１
５
０
イ
ン
チ
ス
ク
リ
ー
ン
を

備
え
た
ス
テ
ー
ジ
を
持
つ
94
席
の

ね
ひ
め
ホ
ー
ル
は
、
文
化
や
交
流
活
動
な
ど
に
活
用
で
き
る
交
流
機

能
ゾ
ー
ン
と
、
様
々
な
媒
体
を
使
っ
て
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
情

報
機
能
ゾ
ー
ン
の
２
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方
々
が
多

様
な
催
し
が
行
え
る
よ
う
に
、
弾
力
的
な
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

情
報
機
能
ゾ
ー
ン

交
流
機
能
ゾ
ー
ン

ねひめホール
（地域交流センター）

3階
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ホ
ー
ル
。
ビ
デ
オ
映
写
会
、
講
演

会
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

・　
ラ　
イ　
ト　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
ス　
タ　
ジ　
オ

84
㎡
の
木
製
床
ス
タ
ジ
オ
。
ダ

ン
ス
な
ど
の
各
種
教
室
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
個
人
利
用
も
で
き
ま

す
。（
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
も
完
備
）

・
集
会
室
１
・
２

各
種
会
議
・
集
会
に
利
用
で
き

ま
す
。
間
仕
切
り
を
取
り
払
い
１

室
（
60
人
規
模
）
と
し
て
も
利
用

で
き
ま
す
。

・
Ｏ
Ａ
ル
ー
ム

常
設
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
。
12
台

の
パ
ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
、
初
歩

的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
学
習
・
習

得
が
で
き
ま
す
。

・
情
報
コ
ー
ナ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
パ
ソ
コ

ン
４
台
と
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証

明
書
自
動
交
付
機
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

自
動
交
付
機

利
用
方
法
は
、
市
庁
舎
に
設
置

の
も
の
と
同
じ
で
、「
し
み
ん
カ
ー

ド
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
を
使
用
し
て
住

民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書

が
受
け
取
れ
ま
す
。

※
土
曜
日
・
日
曜
日
も
利
用
で
き

ま
す
。

利
用
時
間

火
曜
日
〜
日
曜
日
の

９
時
〜
19
時
※
休
館
日
を
除
く

自
動
交
付
機
に
関
す
る
問
合
先

市
民
課
（
電
話
42
―
８
７
２
０
）

（
電
話
42
―
０
１
０
５
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
42
―

０
１
３
３
）

女
性　
も　
男
性　
も　
い　
き　
い　
き　
と

男
女
共
同
参
画　
セ　
ン　
タ　
ー

女
性
も
男
性
も
と
も
に
責
任
と

役
割
を
担
い
な
が
ら
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
参
画
し
、
そ
の
個
性
と
能
力

を
発
揮
し
な
が
ら
、
い
き
い
き
と

暮
ら
し
て
い
け
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
活
動
の
た
め
の
会
議
や
研

修
な
ど
に
使
え
る
会
議
室
や
活
動

室
、
登
録
団
体
の
活
動
に
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム

や
印
刷
機
や
パ
ソ
コ
ン
を
備
え
た

ワ
ー
ク
ル
ー
ム
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
の
子
ど
も
の
一
時
保
育
を
行
う

託
児
室
（
対
象
は
１
歳
半
児
か
ら

就
学
前
の
幼
児
）、
そ
し
て
女
性
が

抱
え
る
様
々
な
悩
み
に
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
が
応
じ
る
相
談
室
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

女
性
の
た
め
の
相
談
室

女
性
が
か
か
え
る
様
々
な
悩
み

の
相
談
に
応
じ
、
経
験
豊
富
な
相

談
員
が
、
あ
な
た
と
一
緒
に
考
え

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

電
話
及
び
面
接
相
談

毎
週
　
火
曜
日
・
金
曜
日

午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時
30
分
、

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

※
相
談
時
間
は
、
１
人
に
つ
き
電

話
30
分
、
面
接
50
分
程
度
で
す
。

電
話
相
談
と
面
接
相
談
の
予
約

は
電
話
42
―
０
０
１
２
へ
。

◎
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

★
情
報
機
能　
ゾ　
ー　
ン

情
報
機
能
ゾ
ー
ン
は
、
新
聞
、

雑
誌
、
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
を
ご
利
用
い
た
だ
け
、
４
階
の

図
書
館
と
一
体
と
な
っ
て
加
西
市

の
文
化
情
報
拠
点
で
す
。
詳
し
く

は
次
頁
で
図
書
館
と
あ
わ
せ
て
紹

介
し
ま
す
。

※
情
報
機
能
ゾ
ー
ン
の
休
館
日
及

び
開
館
時
間
は
図
書
館
と
同
じ

で
す
。

3月6日（木）、国際ソロ

プチミスト加西（高瀬

千代子会長）より、駅

前交通広場（アスティ

ア加西南側）へ、長石

のベンチ4基を寄贈い

ただきました。

交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ交流プラザ

ライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオライトスポーツスタジオ

多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール多目的ホール

交
流
機
能　
ゾ　
ー　
ン　
内　
の　
各
施
設
利

用　
に　
関
す
る　
問
合　
・　
予
約　
は　
地
域

交
流　
セ　
ン　
タ　
ー　
ま　
で

（
電
話
42
―

０
１
０
６
）
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■「図書館カード」をつくりましょう

はじめて資料を借りるときは、「図書館カード

申込書」をサービスカウンターへ。

●住所が確認できる書類（健康保険証・運転免許

証など）を提示してください。

●カードの申し込みのできる方

・加西市にお住まいの方

・加西市に通勤・通学している方

・東播磨・北播磨地域にお住まいの方

●開館時間

火曜～金曜　午前10時～午後7時

土曜・日曜　午前10時～午後5時

●休館日

毎週月曜日、国民の祝日、資料整理日（毎月20日）

（国民の祝日及び資料整理日と月曜日が重なるときは、その翌日）

年末年始（12月28日～1月4日）

特別整理期間（市広報等でお知らせします。）

■資料の検索

●館内の資料を利用者検索端末で調べることができます。

●ご自宅からインターネットで検索することもできます。

■レファレンスサービス

調べたいことがあるときは、ご相談ください。資料を

探すお手伝いをします。

■予約・リクエストサービス

●貸出中の資料は予約をすることができます。戻り次第

ご連絡します。

●所蔵していない資料は購入したり、他館から借りて、

できるだけ用意します。

「予約・リクエスト申込書」をサービスカウンター

にお出しください。

■複写（コピー）サービス

図書館の資料に限り、著作権法の範囲内でコピーする

ことができます。（有料）「複写申込書」をサービスカウ

ンターにお出しください。

■団体貸出サービス

加西市内の学校園・社会教育団体・読書活動グループ

などに、団体貸出をします。

●1団体　100冊以内　1か月間

……館内では……

■ビデオ・ＣＤ等の視聴ができます

●「A V資料利用申込書」とビデオ・D V D・C D等のケ

ースをサービスカウンターへ。

■インターネットが利用できます

●館内のインターネット端末で情報検索ができます。

●インターネット用ノートパソコンの貸出をします。（館内）

■図書館の催し

図書館では、おはなし会や映画会などの催しを行いま

す。くわしくは、市広報や図書館だよりなどでお知らせ

します。

こんなサービスもあります

はじめてのご利用は

4階

3階からお入りください!

4階から直接入れません。

3階入口をご利用ください。
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作：佐藤広樹　　演出：ミギコ

日　時 3月29日（土） 開演17：00

3月30日（日） 開演17：00

場　所 アスティアかさい3階多目的ホール

入場料 無　料

今年卒業された皆さんに、昔卒業され

た皆さんに、これから、卒業するであろ

う皆さんへ。

卒業前夜、バラバラでどこか孤独な高

校生7人が、たった1通のメールをきっ

かけに繰り広げるドラマ。

問合先 同事務局（電話42-2723）

http://www.sky.sannet.ne.jp/ookinaki/

「アイスブルー」
市民劇団「おおきな木」公演

日　時 4月19日（土）10時20分～受付

集合場所 北条町駅

コース

北条町駅⇒酒見寺⇒住吉神社⇒五百羅

漢⇒ランドマーク展望台⇒いこいの村

はりま（昼食）⇒玉丘史跡公園⇒丸山

総合公園⇒北条町駅（14時到着予定）

※ボランティアによる観光ガイドがあり

ます。予約なし当日集合。小雨決行。

参加料は無料。

（五百羅漢入場料200円が必要）

問合先 市観光協会（電話42-8823）

図書館と聞くとみなさんはどんなイメージをお持ちですか。静かな広

いスペースに書架が並び、みんなが黙々と本を読んでいる…。新しい図

書館にももちろんそういうスペースを供えています。しかし、風を感じ

ながら読書のできる3箇所のテラス、展望読書コーナー、読書会のでき

るグループ室や読書室などを備えています。ここに来ると時間を忘れて

しまう「滞在型」の図書館、ぜひご利用ください。

五百羅漢・玉丘史跡公園ウォーク

日　時 3月30日（日）午後1時～

場　所 アスティアかさい3階多目的ホール

賛助出演 混声合唱団ヴォルケ・加西女

声合唱団（コールサルビア・

コールソレイユ）

問合先 同事務局（電話43-0160）

※団員募集中です。

さるびあっ子定期演奏会

〒675-2312

加西市北条町北条28-1

（アスティアかさい内）

電話42-3722 FAX45-3133

http://
www.library.city.kasai.hyogo.jp

加西市立図書館

3階

アアスステティィアア加加西西
オオーーププンン記記念念イイベベンントト
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4月13日（日）
投票時間 午前7時～午後8時

兵庫県議会議員選挙の
投投票票日日です！！

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙　
は
4
月
4
日

（金）
に　
告
示
さ　
れ　
、　

4
月
13
日

（日）
に　
投
票　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
す　
。　
暮　
ら　
し　
に　
つ　
な　
が　
る　

大
切　
な　
選
挙　
で　
す　
。　
み　
ん　
な　
そ　
ろ　
っ　
て　
投
票　
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

昭
和
58
年
４
月
14
日
以
前
に
生

ま
れ
、
平
成
15
年
１
月
３
日
ま
で

に
加
西
市
に
転
入
の
届
を
し
、
そ

の
後
、
引
き
続
き
市
内
に
居
住
し

て
い
る
方
。
ま
た
は
、
平
成
14
年

１
月
４
日
以
後
に
、
県
内
の
他
の

市
町
に
住
所
を
移
し
た
方
。
た
だ

し
、
新
し
い
住
所
地
の
市
町
で

「
引
き
続
き
県
内
居
住
証
明
書
」
を

受
け
取
り
、
旧
居
住
地
の
投
票
所

に
提
出
し
て
投
票
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

４
月
13
日

（日）
の
投
票
日
に
、
投

票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
不
在
者

投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

４
月
４
日

（金）
〜
12
日

（土）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

（
土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
）

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
　
不
在
者

投
票
所

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方

は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
こ
の
投
票
が
出
来
る

の
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い

る
有
権
者
で
、
障
害
の
程
度
が
下

表
に
該
当
し
、
自
書
で
き
る
方
に

限
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書

の
交
付
を
受
け
て
お
き
、
そ
の
証

明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙
な
ど
を

請
求
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方

で
も
、
有
効
期
間
が
経
過
し
た
と

き
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
更

新
の
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
方
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
に
自

分
で
署
名
し
た
申
請
書
（
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）
を
添

え
て
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
交
付

証
明
書
の
申
請
手
続
き

投
票　
の　
で　
き　
る
方

郵

便

投

票

不
在
者
投
票

投票所の変更
投票区

3

関　係　町　名

笠屋・宮前・江ノ木・小谷・黒駒
曽根自治区・第3住宅自治区
北条団地自治区・女鹿山自治区

投　票　所

北条小学校体育館

12 西横田町・東横田町
鎮岩町

鎮岩町公会堂

4 横尾・古坂 横尾公民館

11
福住東町・福住西町・山下西町
山下中町・山下東町・東剣坂町
西剣坂町

賀茂会館

14 中山町・大柳町 大柳町公会堂

30 小印南町・青野町 小印南町公会堂

22 繁昌町・繁陽町・朝妻町の一部
繁昌団地自治会

繁昌町公会堂

手帳の種類

身体障害者

手帳

戦傷病者

手帳

障害の種別

両下肢、体幹又は

移動機能の障害

心臓、じん臓、呼吸器、

ぼうこう、直腸又は小腸の障害

両下肢又は体幹の障害

心臓、じん臓又は

呼吸器の障害

障害の程度

1級若しくは

2級

1級若しくは

3級

特別項症から

第2項症まで

特別項症から

第3項症まで

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
９
日

（水）
ま
で
に
、
郵
便
投

票
証
明
書
を
添
え
て
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
へ
投
票
用
紙
な
ど
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
さ
れ
た

必
要
書
類
に
必
ず
本
人
が
記
入
し
、

郵
便
で
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
〒

６
７
５
―
２
３
９
５
北
条
町
横
尾
１

０
０
０
）
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
持
参
さ
れ
て
も
受
理
で
き
ま
せ

ん
）

問
合
先

市
選
挙
管
理
委
員
会

（
電
話
42
―
８
７
８
１
）

投
票
方
法

（開票：午後9時10分　於：農協会館）

※三口町公会堂は新しい公会堂に変更しております。
新公会堂は旧公会堂の南側です。

郵便による不在者投票ができる人
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２
月
８
日

（土）
、
９
日

（日）
、
兵
庫

県
立　
リ　
ハ　
ビ　
リ　
テ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
で　

「
第　
６　
回
全
国　
ロ　
ー　
リ　
ン　
グ　
バ　
レ　
ー　
ボ　
ー　

ル　
大
会
」　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。

全
国
大
会　
と　
も　
な　
る　
と　
、　
さ　
す　
が　

に　
レ　
ベ　
ル　
の　
高　
い　
チ　
ー　
ム　
ば　
か　
り　
が　
集　

ま　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
１　
日
目
、　
わ　
が　
チ　

ー　
ム　
は　
、　
Ｂ　
リ　
ー　
グ　
の　
ト　
ー　
ナ　
メ　
ン　
ト　
で　

敗　
れ　
て　
し　
ま　
い　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
結
果
、　

残
念　
な　
が　
ら　
２　
日
目　
は　
Ｃ　
リ　
ー　
グ　
に　

落　
ち　
て　
し　
ま　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　
こ　
の　
Ｃ　
リ　

ー　
グ　
で　
優
勝　
し　
よ　
う
と　
気
合　
を　
入　
れ　

な　
お　
し　
ま　
し　
た　
。　
相
手　
の　
ス　
パ　
イ　
ク　
が　

強　
い　
分
、　
守　
り　
を　
強
化　
し　
、　
み　
ん　
な　

で　
よ　
く　
ボ　
ー　
ル　
を　
拾　
っ　
て　
つ　
な　
げ
、　
自

分
達
も　
負　
け　
じ　
と　
コ　
ー　
ス　
を　
狙　
っ　
て　
ス　

パ　
イ　
ク　
を　
打　
ち　
返　
し　
ま　
し　
た　
。　
み　
ん　

な　
の　
力　
を　
合　
わ　
て　
優
勝　
す　
る　
こ　
と　
が　

で　
き　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
結
果　
に　
満
足　
せ　
ず
、　
み　
ん　
な　

で　
試
合　
の　
反
省
点
等　
を　
話　
し　
合　
っ　
て　
、　

も　
っ　
と　
強　
い　
チ　
ー　
ム　
に　
な　
れ　
る　
よ　
う
頑

張　
っ　
て　
い　
き　
ま　
す
。

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
は
、
第
４
日
曜
日

以
外
の
日
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
時
間
・
場
所
等
は
消
防
本
部

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、昨
年
の
４
月
１
日
よ
り
、

心
肺
蘇
生
法
が
一
部
改
正
に
な
り

ま
し
た
。
従
来
の
手
法
で
も
間
違

い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
是
非
、

こ
の
機
会
に
新
し
い
応
急
手
当
を

覚
え
ま
し
ょ
う
。

救
命
技
能
を
維
持
向
上
す
る
た

め
に
、
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

を
受
講
し
て
か
ら
３
年
を
経
過
さ

れ
た
方
に
再
講
習
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
の
改
正

に
伴
い
、
２
年
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
先

加
西
市
消
防
本
部　
（
電
話

42
―
０
１
１
９
）　
警
防
課
救
急
係
ま
で
。

☆　
ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会

1
月　
の　
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
　
　
　
　
15
名
〕　

▽
富
合
校
区
女
性
セ
ミ
ナ
ー
12
名

▽
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー

３
名

〔
再
講
習
者
　
　
　
　
　
　
23
名
〕　

▽
富
合
校
区
女
性
セ
ミ
ナ
ー
９
名

▽
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー

14
名
　

ロ　ロ　
ー　ー　
リ　リ　
ン　ン　
グ　グ　
バ　バ　
レ　レ　
ー　ー　
ボ　ボ　
ー　ー　
ル　ル　
全全
国国
大大
会会

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

「　
ウ　
ー　
カ　
ン　
カ　
ン　
」　
と　
い　
う
消
防
車　

の　
サ　
イ　
レ　
ン　
の　
音　
に　
「
も　
し　
か　
し　
て　
、　

自
分　
の　
家　
で　
は　
？　
」　
と　
ド　
キ　
ッ　
と　
し　
た　

経
験　
は　
誰　
で　
も　
お　
持　
ち　
で　
し　
ょ　
う
。　

春
先　
は　
、　風　
が　
強　
く
空
気
も　
乾
燥　
し　
、　

全
国
的　
に　
火
災　
が　
多
発　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

住
宅　
な　
ど　
が　
集　
ま　
っ　
て　
い　
る　
地
域　

は　
、　
い　
っ　
た　
ん　
火
災　
が　
発
生　
す　
る　
と　
燃

え　
広　
が　
り　
や　
す　
く
、　
大
き　
な　
火
災　
に　

な　
る　
可
能
性　
が　
あ　
り　
ま　
す
。　
日
頃　
の　

「
火　
を　
出　
さ　
な　
い　
」　
と　
い　
う
防
火
意
識　

が　
火
災　
の　
発
生　
を　
防　
ぎ　
ま　
す
。　
火
災　

か　
ら　
尊　
い　
生
命　
と　
貴
重　
な　
財
産　
を　
守　

り　
ま　
し　
ょ　
う
。

山
火
事
を
防
ご
う

春　
の　
陽
光　
に　
誘　
わ　
れ　
、　
ピ　
ク　
ニ　
ッ　
ク　

や　
ハ　
イ　
キ　
ン　
グ　
な　
ど　
入
山
者　
が　
増
え　
る　

季
節　
で　
す
。　
林
野
火
災　
の　
出
火
原
因　

の　
ほ　
と　
ん　
ど　
は　
、　「　
た　
き　
火
」　「　
タ　
バ　
コ　
」　

と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　
入
山
者　
は　
タ　
バ　
コ　

の　
投　
げ
捨　
て　
を　
し　
な　
い　
よ　
う
、　
マ　
ナ　
ー　

に　
気　
を　
つ　
け　
る　
こ　
と　
が　
大
切　
で　
す
。

動
物
に
噛
ま
れ
た
と
き

犬　
や　
猫　
の　
口　
の　
中　
に　
は　
雑
菌　
や　
ウ　

イ　
ル　
ス　
、　
寄
生
虫　
な　
ど　
が　
い　
っ　
ぱ　
い　
住　

ん　
で　
い　
ま　
す
。　
従　
っ　
て　
、　
そ　
の　
よ　
う
な　

動
物　
に　
噛　
ま　
れ　
た　
傷　
に　
は　
、　
雑
菌　
や　

ウ　
イ　
ル　
ス　
な　
ど　
が　
侵
入　
し　
て　
き　
ま　
す
。　

そ　
の　
ま　
ま　
放
置　
す　
る　
と　
化
膿　
し　
て　
く　

る　
た　
め　
、　
す　
ぐ　
に　
適
切　
な　
処
置　
が　
必

要　
と　
な　
り　
ま　
す
。　

家
庭
で
出
来
る
こ
と

傷
口
付
近　
を　
水
道
水　
で　
よ　
く
洗　
い　

流　
し　
、　
オ　
キ　
シ　
ド　
ー　
ル　
な　
ど　
の　
消
毒
液　

を　
傷
口　
に　
流　
し　
込　
む　
よ　
う　
に　
消
毒　
し　

ま　
す
。　
そ　
し　
て　
、　
ガ　
ー　
ゼ　
な　
ど　
の　
清
潔　

な　
布　
で　
覆　
い　
包
帯　
を　
し　
ま　
す
。　
ど　
ん　

な　
小　
さ　
な　
傷　
で　
も　
必　
ず
医
師　
の　
診
察　

を　
受　
け　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

家
族
の
命
が
救
え
る

市
民
救
命
士
講
習
会

春　
は　
火
災　
が　
多
発　
し　
や
す　
い

加
西　
で　
生　
ま　
れ　
加
西　
か　
ら　
広　
が　
る　
日
本　
の　
新　
し　
い　
文
芸

型　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
ず
自
由　
に　
心　
の　
ま　
ま　
を　
表
現　
す　
る

胡
座
の
少
女
ら
太
股
置
き
わ
す
れ
て
帰
る

靄
っ
て
い
る
　
椅
子
一
つ
あ
る
風
景

掻
き
回
し
て
風
が
さ
が
し
て
い
る
欠
片

の
ど
仏
上
下
に
動
か
し
て
主
張
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｚ
　
メ
ン
バ
ー
の
誰
が
残
る

囁
か
れ
た
方
の
耳
が
貝

ひ
ら
が
な
の
よ
う
に
育
ち
春
の
雪
に
耐
え
て
い
る

せ
っ
つ
か
れ
せ
っ
つ
か
れ
し
て
飯
の
そ
ば

い
し
だ
　
實

井
塚
　
理
人

岡
　
　
夕
花

荻
野
　
　
亨

北
村
　
栄
一

佐
治
　
　
靖

辻
　
　
美
沙

山
本
　
二
昭



　サンテレビの情報番組「らぶかん」で、フラワーセンター、タカ

ベ商店のちょうちん、万願寺の原始人会、岡輝彦さん（畑）のから

だに優しい卵が紹介されます。放送日時は、3月17日（月）、19日

（水）、20日（木）、21日（金）の午後1時～2時30分。※各日の

内容は未定

Town Topics Town Topics Town Topics

農業・農村のパートナーシップを考える
輝く女性のつどい

Town TopicsTown TopicsTown Topics
タウントピックスタウントピックス
まちの話題

タウントピックス…………………………まちの話題

　2月14日（金）に国際ソロプチ

ミスト加西（高瀬千代子会長、

5年連続計52本）、22日（土）

には三洋電機（株）加西管理セ

ンター（山下敏雄所長、4年連

続計35本）から各10本の桜の

寄贈をいただきました。

　これまでに多くの方から寄贈

いただき、丸山総合公園の桜は

約千本にもなりました。

春が待ち遠しい！
国際ソロプチミスト加西と三洋電機（株）
丸山総合公園へ桜を寄贈

竹内久美子さん

（広島大学大学院工学研究科学生、24歳）

　ポリマーの結晶化速度及び結

晶化気候を解明する研究により、

ポリマーの結晶構造を操作した

新素材を開発中。「あまり研究

されていないこの分野で金属代

替材料の開発に貢献したい。」

高見剛さん

（名古屋大学大学院工学研究科学生、23歳）

　物質の温度差を利用する「熱

電発電」に目を付け、コバルト

酸化物を熱電材料として研究中。

「エネルギー問題を解決し、地

球環境に貢献したい。」

石野善浩さん

（画家・関西学院高等部美術非常勤講師、42歳）

　第1回トリエンナーレ豊橋大賞

星野真吾賞など数多くの公募絵

画展に入賞。「移り住んだ加西

市で制作活動を続けながら地域

の子どもたちに独自の美術教育

をしてみたい。」

　2月4日（火）早朝より、NHK大河ドラマ「武蔵　MUSASHI」

の撮影が古法華自然公園で行われました。

　撮影は、一条下り松での吉岡一門との戦いのあと武蔵が比叡山に

入って修行をするという場面。放送は4月6日（日）と13日（日）。

　また、3月31日（月）～4月11日（金）の間、市役所エントラ

ンスホールで大河ドラマ「武蔵」撮影風景紹介コーナーを設置しま

す。

古法華自然公園で大河ドラマ「武蔵」収録

　2月23日（日）、健康福祉会館で「第9回外国人による日本

語スピーチコンテスト」が開催され、5カ国14名の方々が、

様々なテーマで熱弁をふるわれました。最優秀賞は、母国の

習慣をユーモラスに語ったインドネシアの技術研修生　モハ

マド･サフィーさん（アサカゼ鋼業）。コンテスト終了後の交

流会では、来聴者が出場者を囲んでの楽しいひと時となりま

した。

その他の入賞者は次のとおりです。

優秀賞　ジョイ・パーマーさん（アメリカ・社高校英語指導助手）

敢闘賞　島袋　ガブリエルさん（ブラジル・播磨農業高校）

努力賞　陳　丹さん（中国・流通科学大学）

外国人による日本語スピーチコンテスト

　3月3日（月）を

中心に、市内各地

の保育園や幼稚園

でおひなまつりが

行われ、園児たち

の元気な歌声が聞

こえました。（写真

は北条幼稚園）

市内各地でおひなまつり

　2月8日（土）、九会小学校の児童たちが保護者

の方々と力を合わせ大縄跳びに挑みました。元気

に飛びつづけた子どもたちより、とても長い縄を

廻し続けた保護者の皆様の方がお疲れだったかも。

大縄跳びに挑戦！

　2月5日（水）、農村環境改善センターで、加西市農村

女性組織連絡会による「輝く女性の集い」が開催されまし

た。今後の農業への男女共同参画の重要性を認識しようと、

様々な体験報告などが行われました。

サンテレビ「らぶかん」で加西市名物を紹介

　3月3日（月）から25日（火）の日程で第193回加西市議会定例

会が開催中です。平成15年度加西市一般会計予算をはじめ、人事案

件（2件）、条例関係（13件）、事件決議（5件）、予算関係（18件）

のあわせて38議案を審議中です。

　平成15年度予算及び施政方針については、広報かさい4月特集号

で詳しくお知らせ

します。

第193回加西市議会定例会
平成15年度予算等を審議中

自分の演技をモニターでチェックする武蔵役の市川新之助さん

　後藤清一名誉市民からの

寄付（1億円）を基金として、

学術、芸術、スポーツなど

の各分野で活躍している加

西市にゆかりのある若者を

対象に行なっている人材育

成助成金の交付式が2月24

日（月）に行なわれ、今年

は竹内久美子さん（下道山

出身）、高見剛さん（別府西

出身）、石野善浩さん（中西

北）の3名にそれぞれ50万

円が贈呈されました。

郷土の星3名に
人材育成基金

施政方針を説明する柏原市長

取材に応じる原始人会のみなさん
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人権を尊重するよろこび

☆交流〈聞くことの大切さ〉☆

コミュニケーション（交流）を図る上で、「聞く」

ということはどういう意味をもつのでしょうか。

話し手にとって、「聞いてくれている」と実感でき

るのは、目線がこちらに向いていたり、話にうなず

いてくれたり、問いかけに反応してくれる時です。

そのような反応は話し手に、話を聞いてくれている、

理解してくれているという安心感を生み、より円滑

なコミュニケーションに発展していきます。

「聞き手」の反応が、「話し手」にとって極めて大

事な役割を果たしていることを改めて認識します。

そういえば、私たちは幼い頃、親や祖父母にい

ろいろな話を聞いてもらったように思います。たく

さんのことをいっぱいしゃべり続けた時に、祖父母

がやさしくうなずきながら聞いてくれたこと、親が

仕事の手を休めてじっと顔を見て微笑んでくれたこ

と。

コミュニケーションというと、話し手の「表現力」

についてよく語られますが、実は話し手の表現力を

引き出し、心を開くことのできる「聞き手」の存在

が大事なのです。

コミュニケーションが、言葉の伝達だけで終わら

ずに、心を動かすものとなるためには、話し手の心

を開く「聞く力」が大切です。（みちしるべより）

加
西
市
西
長
町
古
法
華
山
に
、

「
古
法
華
石
仏
」
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
石
仏
が
あ
り
ま
す
。

凝
灰
岩

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

製
の
厚
手
の
板
石
の
表

119

石
造
文
化
財
編

少
子
化
傾
向　
が　
進　
む　

中
、　
今
年
度　
か　
ら　
本
校　

で　
も　
全
学
年　
が　
単
学
級　
と　
な　
り　
ま　
し　

た　
。　
し　
か　
し　
、　
単
学
級　
と　
は　
い　
え　
、　

40
人
近　
い　
人
数　
が　
１　
つ　
の　
教
室　
で　
勉
強　

し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
現
状　
が　
あ　
り　

ま　
す
。　

と　
こ　
ろ　
が　
、　
新
学
習　
シ　
ス　
テ　
ム　
と　
い　

う
施
策　
に　
よ　
り
、　
一
人　
ひ　
と　
り　
の　
子　

ど　
も　
に　
応　
じ　
た　

よ　
り
き　
め　
細　
か　

な　
指
導　
を　
行

う
た　
め　
、　
学
級

担
任
以
外　
に　
一

人　
の　
非
常
勤
職

員　
が　
、　
本
校　
に　

も　
配
置　
さ　
れ　
ま　

し　
た　
。　

そ　
こ　
で　
、　
学

級
減　
に　
よ　
り
余

裕
教
室　
が　
で　
き　
た　
こ　
と　
も　
あ　
り
、　
４　

〜　
６　
年
生　
の　
１　
学
級　
を　
２　
グ　
ル　
ー　
プ　
に　

分　
け　
て　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
グ　
ル　
ー　
プ　
が　
別

室　
で　
算
数　
の　
授
業　
を　
進　
め　
て　
い　
ま　
す
。　

「　
ま　
り　
っ　
子　
ル　
ー　
ム　
」、　「
風　
っ　
子　
ル　
ー　
ム　
」　

と　
名
付　
け　
た　
２　
つ　
の　
教
室　
に　
は　
、　
Ｐ　
Ｔ　

Ａ　
の　
協
力　
で　
円
卓　
と　
長
卓　
を　
そ　
れ　
ぞ　

れ　
整
え　
て　
い　
た　
だ　
き　
、　
普
通
教
室　
と　

は　
異　
な　
っ　
た　
新
鮮
な　
雰
囲
気　
の　
中　
で　

学
習　
を　
し　
て　
、　
効
果　
を　
上　
げ　
て　
い　
ま　

す
。　も

う
一　
つ　
の　
特
色　
は　
、　
２　
年
目　
に　

入　
っ　
た　
本
校　
の　
外
国
人　
に　
よ　
る　
英
語

活
動　
の　
取　
り
組　
み　
で　
す
。　
全
学
級　
が　

毎
週　
１　
回
行
う
英
語
活
動
室　
「　
イ　
ン　

グ　
リ　
ッ　
シ　
ュ　
ル　
ー　
ム　
」　
も　
特
設　
ル　
ー　
ム　
の　

１　
つ　
で　
す
。　

英
語
活
動　
は　
、　
ネ　
イ　
テ　
ィ　
ブ　
の　
英

語　
を　
聞　
い　
た　

り
、　
話　
し　
た　

り　
し　
な　
が　
ら　
、　

楽　
し　
い　
活
動　

を　
す　
る　
中　
で　
、　

外
国
文
化　
に　

ふ　
れ　
て　
い　
く
体

験　
で　
す
。　

こ　
の　
よ　
う　

に　
少
人
数
授
業　
を　
充
実　
さ　
せ　
、　

子　
ど　
も　
一
人　
ひ　
と　
り　
に　
、　
基

礎
・
基
本　
の　
修
得　
を　
図　
っ　
て　
い　
く　
と　
い　

う
基
本
的　
な　
部
分　
と　
、　
子　
ど　
も　
た　
ち　

の　
興
味　
を　
引
き　
出　
し　
な　
が　
ら　
積
極
的　

に　
英
語
活
動　
な　
ど　
に　
取　
り
組　
む　
総
合

的　
な　
学
習　
と　
い　
っ　
た　
新　
し　
い　
取　
り
組　
み　

を　
、　
バ　
ラ　
ン　
ス　
よ　
く
進　
め　
る　
こ　
と　
で　

「
日
吉　
っ　
子
」　
に　
夢　
を　
持　
た　
せ　
、　「
生

き　
る　
力
」　
を　
育　
み　
た　
い　
と　
願　
っ　
て　
い　
ま　

す
。

少
人
数
授
業
と
英
語
活
動

加加

西西

市市

立立

日日

吉吉

小小

学学

校校

10
２００３年３月号（No.４６４）

面
に
三
尊
像

さ
ん
ぞ
ん
ぞ
う

を
厚
く
浮
き
彫
り
し

て
お
り
、
中
央
は
い
す
に
腰
掛
け

た
如
来
像
、
両
脇
侍
は
立
ち
姿
の

菩ぼ

薩さ
つ

像
で
す
。
石
仏
は
火
災
を
受

け
た
ら
し
く
、
三
尊
像
の
顔
や
体

部
は
剥は

く

落ら
く

し
て
一
部
無
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
下
部
に
は
獅し

子し

像
、
上
部
に
三
重
塔

さ　
ん　
じ　
ゅ　
う　
の　
と　
う　

像
な
ど
も
浮

き
彫
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
仏
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
屋

蓋
は
そ
の
形
か
ら
奈
良
・
法
隆
寺

の
国
宝
玉
虫
厨
子
の
屋
根
に
類
似

す
る
と
云
わ
れ
、
ま
た
、
石
仏
の

大
陸
風
の
表
現
手
法
な
ど
か
ら
、

造
立
時
期
は
奈
良
時
代
前
期
頃

（
約
千
三
百
年
前
）
と
推
定
さ
れ
、

日
本
最
古
の
石
仏
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

古法華石仏

国
指
定
重
要
文
化
財

―
石
造

せ
き
ぞ
う

浮
彫

う
き
ぼ
り

如
来

に
ょ
ら
い

及
び
両
脇
侍
像　

り
ょ
う
わ
き
じ
ぞ
う

（
付
石
造

せ
き
ぞ
う

厨ず

子し

屋
蓋

お
く
が
い

）　
―
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平
成
13
年
度
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
市

立
加
西
病
院
増
築
棟
（
西
館
）
が
３
月
末

に
完
成
し
ま
す
。

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今

「たばこについて考えよう」シリーズ

第２回目の今月は、「たばこと妊産婦」

について考えます。

女性の喫煙率は男性のほぼ４分の１

ですが、2 0代、3 0代の喫煙率は高くな

っています。20～3 0代の女性は、特に

妊娠や出産を経験する時期で、健康

への影響が懸念されます。喫煙妊婦

では低体重出生児の頻度が非喫煙妊

婦の約２倍であったり、早産、自然流

産、周産期死亡（妊娠2 8週以降の死

産と生後１週間以内の早期新生児死

亡）を起こす危険が高くなっています。

乳幼児では、たばこの煙を間接的に吸

うことで、喘息などの呼吸器疾患にか

かりやすかったり、身長の伸びなど身

体の発育にも影響があるといわれてい

ます。以上のように喫煙は、妊娠・出産

だけでなく、生まれてきた子どもへの悪

影響も考えられます。たばこはすでにあ

なた自身の問題だけではなくなっている

のです。

※最終回の来月は「受動喫煙」とい

うテーマでお届けします。お楽しみに!

妊娠中の喫煙の影響

たばこと妊産婦

西
館
に
は
４
人
室
16
室
、
２
人
室
２
室
、

個
室
13
室
を
は
じ
め
、
新
型
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

Ｃ
Ｔ
、
Ｘ
線
Ｔ
Ｖ
を
備
え
た
放
射
線
検
査

室
、
内
視
鏡
検
査
室
及
び
広
く
て
明
る
い

食
堂
、
喫
茶
室
等
が
入
り
ま
す
。
ま
た
、

休
止
し
て
い
た
１
泊
２
日
人
間
ド
ッ
ク
も
、

春
よ
り
再
開
す
る
予
定
で
す
。

引
き
続
き
４
月
か
ら
は
、
中
央
館
の
改

修
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。
工
事
は
各

病
棟
、
診
察
室
、
手
術
室
、
救
急
外
来
等

の
改
修
を
し
ま
す
。
そ
の
間
、
外
来
の
受

付
、
診
察
場
所
の
変
更
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

完
成
し
ま
す
と
中
央
館
の
全
て
の
６
人

室
が
４
人
室
に
な
り
ま
す
、
個
室
も
増
え

入
院
環
境
が
格
段
に
改
善
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｘ
線
Ｔ
Ｖ
等
、
よ
り
精
度
の
高
い

医
療
機
器
に
更
新
し
、
病
気
の
早
期
発
見
、
治
療

に
役
立
ち
ま
す
。

改
修
工
事
は
今
年
10
月
末
完
了
の
予
定
で
す
。

工
事
期
間
中
は
騒
音
等
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
３
月
24
日

（月）
午
後
３
〜
５
時
ま
で
、
西

館
の
一
般
見
学
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（加西市歯科衛生士会）

たばこと歯

4月から市内公共施設での全面禁煙が始まりま
す。たばこは身体はもちろん、口の中も①ヤニで
歯が汚れる②口臭悪化③味覚低下④口腔がん
発生率の上昇⑤歯周病にかかり易い、等の影響
を与えます。喫煙で絶えず口の中がヤニで汚れ、
血液循環が悪くなることが原因です。しっかり歯
磨きしているのに、歯周病が治らないことがあるの
もこのためです。“健康な肉体は健康な歯に宿
る”。皆さんは歯の健康に自信がありますか？

11
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〈作り方（4人分）〉

①カキ（3 0 0 g）は塩水でよく洗う。長芋は皮をむき５m m厚さの半

月切りにする。長ネギ（１本）は幅１cmのななめ切りにする。

②フライパンにバター（1 0 g）を溶かし、長ネギを炒め、しんなりし

てきたら長芋を入れ、強火にして炒める。

③②に牛乳（300ml）、みそ（小さじ２）、酒（小さじ１2/1）を入

れ、沸騰したらカキを入れて、強火にして煮立たせ、片栗粉

（大さじ１2 / 1）を水（大さじ１2 / 1）で溶いた水溶き片栗粉を

加えとろみをつける。

④塩、こしょうで調味し、最後にピザ用チーズ（1 2 0 g）を加え、

チーズが溶けたら出来上がり。

〈シェフから一言〉

塩分控え目、カルシウムたっぷ
りのメニューです。美容食とし
てもおすすめです。

加
西
病
院
増
築
棟
三
月
末
完
成

い　
ず　
み　
会
会
員
（
畑
町
）

土
井
ふ
さ
の
さ
ん

種　　類 相対危険度

低 体 重 児 出 生 2.0倍

早 産 1.5倍

周 産 期 死 亡 1.3倍

妊娠・分娩合併症 1.5～2.0倍＊

自 然 流 産 1.5倍

＊１日20本以上の喫煙者の場合
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「
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者

証
」
で
受
診
す
る
際
、
自
己
負
担

割
合
は
、
70
歳
未
満
の
退
職
被
保

険
者
本
人
と
３
歳
以
上
70
歳
未
満

の
被
扶
養
者
の
入
院
の
場
合
は
２

割
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月

か
ら
３
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
す

べ
て
３
割
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

※
一
定
以
上
所
得
者
と
は
、
同
一

世
帯
に
一
定
の
所
得
（
課
税
所
得

が
１
２
４
万
円
）
以
上
が
あ
る
方
。

問
合
先

市
役
所
保
険
課
国
保
医

療
係
（
電
話
42
―
８
７
２
１
）

国
民
健
康
保
険　
の　
退
職
者

医
療
制
度　
が　
変　
わ　
り　
ま　
す

今
ま
で
の
制
度
で
は
自
分
の
資

産
の
評
価
額
し
か
見
る
こ
と
が
で

き
ず
、
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か

の
判
断
が
難
し
い
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新
し
い

制
度
で
は
、
他
の
資
産
（
土
地
及

び
家
屋
）
の
評
価
額
と
比
較
し
、

客
観
的
に
判
断
で
き
る
よ
う
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

縦
覧
で
き
る
内
容

今
回
よ
り
、
市
で
課
税
し
て
い

る
全
て
の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
評

価
額
な
ど
を
記
載
し
た
縦
覧
帳
簿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
土
地

縦
覧
帳
簿
と
家
屋
縦
覧
帳
簿
に
記

載
さ
れ
る
項
目
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

・
土
地
縦
覧
帳
簿

土
地
の
所
在
、

地
番
、
地
積
、
地
目
、
固
定
資
産

の
評
価
額
（
税
額
及
び
課
税
標
準

額
は
除
く
）

・
家
屋
縦
覧
帳
簿

家
屋
の
所
在
、

家
屋
番
号
、
床
面
積
、
建
築
年
、

種
類
、
構
造
、
固
定
資
産
の
評
価

額
（
税
額
及
び
課
税
標
準
額
は
除

く
） 固

定
資
産
税　
の　
縦
覧
制
度

・
閲
覧
制
度　
が　
変
更　
に

縦
覧
で
き
る
方

固
定
資
産
税
の
納
税
者
本
人
ま

た
は
本
人
の
委
任
を
受
け
た
代
理

人
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
縦
覧
で
き
る
方
か
ど
う

か
の
確
認
の
た
め
、
納
税
者
本
人

な
ど
の
確
認
が
で
き
る
書
類
（
15

年
度
納
税
通
知
書
兼
課
税
明
細
書
、

ま
た
は
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

証
等
））
の
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

毎
年
４
月
１
日
か
ら
30
日
（
平

成
15
年
よ
り
）（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
、
平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時

10
分
ま
で
）

固
定
資
産
課
税
台
帳（
名
寄
帳
）

の
閲
覧
制
度
に
つ
い
て

縦
覧
制
度
の
改
正
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
納
税
義
務
者
が
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
自
己

の
資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
部

分
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
借

地
人
・
借
家
人
等
の
方
も
固
定
資

産
課
税
台
帳
が
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

（
閲
覧
の
場
合
も
、
納
税
者
で
あ

れ
ば
、
前
記
の
証
明
書
、
借
地

人
・
借
家
人
に
つ
い
て
は
、
賃
貸

借
契
約
書
、
地
代
家
賃
支
払
帳

（
領
収
書
）
等
閲
覧
で
き
る
こ
と
を

証
明
で
き
る
書
面
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。）

閲
覧
期
間

毎
年
４
月
１
日
か
ら
３
月
31
日

ま
で
（
土　
・　
日
・
祝
日　
を　
除　
く
、　
平

日　
８　
時
30
分　
か　
ら　
17
時
10
分　
ま　
で　
）　

※
縦
覧
場
所
及
び
閲
覧
場
所
は
市

役
所
２
階
の
税
務
課

問
合
先

税
務
課
資
産
税
係

（
電
話
42
―
８
７
１
３
）

固
定
資
産
税
の
評
価
額
に
つ
い

て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申

し
出
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

固
定
資
産
税
の
納
税
者

本
人
ま
た
は
本
人
の
委
任
を
受
け

た
代
理
人

期
　
間

４
月
１
日
か
ら
、
納
税

通
知
書
を
受
け
取
っ
た
日
の
60
日

後
ま
で

申
出
方
法

所
定
の
事
項
を
記
載

し
た
審
査
申
出
書
を
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
に
提
出

問
合
先

加
西
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
事
務
局
（
総
務
課
内
）

（
電
話
42
―
８
７
０
２
）

固
定
資
産　
の　
評
価
額　
に　

対　
す　
る　
不
服
審
査
制
度
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「テレビがデジタル放送になるので調整する」

と訪問され、作業を許した。その場で工事費を

請求されたが払っても大丈夫？

テレビのデジタル放送受信に備え、各家庭

のテレビやビデオのチャンネルを再設定したり、

アンテナを交換する必要がある場合は、事前に

総務省から郵便で通知されます。

工事は、日時を事前に取り決めた上で、総務

省受信対策センターの作業員が行います。費用

は国が負担し、家庭での負担はありません。

作業員が家に入るため、身分証明書で確認

するなどの注意が必要です。

詳しいことは、近畿総合通信局

（電話06-6942-0820）

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階　電話42-8739）

消費生活相談Q&A 地上波デジタル工事詐欺に注意!

ハナサク

Ｑ

Ａ

賀茂地区のゴミ収集時間など

について匿名でご質問をいただい

た方へ。

紙面の都合で回答を掲載でき

ません。ご面倒ですが環境課（電

話4 2 - 8 7 3 0）までもう一度ご連

絡ください。詳しい回答を送付さ

せていただきます。

平成15年3月31日まで

退職被保険者（本人）
外来2割・入院2割

被扶養者
外来3割・入院2割

本人、被扶養者とも
に70歳になったら

1割
（一定以上所得者は2割）

平成15年4月1日から

退職被保険者、
被扶養者ともに
外来3割・入院3割

同　上

お　願　い

再生修理会 4月7日（月）兵庫みらい農協多加野支店　受付9時～12時



※変更になることがありますので、お確かめください。

ぼくの夢
宇仁小学校４年

藤　本　雄　大さん

13
２００３年３月号（No.４６４）

パパパパ・・ママママククララブブ
妊娠５～６ヵ月のママとパパ　４月19日（土）午前９時30分～10時
妊娠８ヵ月以降のママとパパ　５月17日（土）午前９時30分～10時

問合先 健康長寿課（電話42-8723）

★電話でご予約の上、参加下さい。

下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（電話42-8760・8761）

このコーナーに掲載を希望さ
れる方は、写真とメッセージを〒
6 7 5 - 2 3 9 5 加西市役所秘書広
報課まで（電話42-8701）

〈ママの一言〉

元気が一番!

パパ・卓志さん

ママ・典子さん

西山陸
りく

人
と

ちゃん（北条町古坂）

1歳2カ月

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成15年１月生れの乳児 ３月25日（火） 午後１時～２時

《平成15年２月生れの乳児 ４月22日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成14年11月生れの乳児 ４月２日（水） 午後１時～２時

《平成14年12月生れの乳児 ５月７日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成13年10月生れの幼児 ４月８日（火） 午後１時～２時

《平成13年11月生れの幼児 ５月13日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成12年１月生れの幼児 ３月18日（火） 午後１時～２時

《平成12年２月生れの幼児 ４月15日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 ４月９日（水） 午後１時～２時

《５月14日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

初期：３～６カ月児の保護者 ４月９日（水） 午後１時～１時30分

中期：７～８カ月児の保護者 ５月14日（水） 午後１時～１時30分

（エプロンをご持参ください）

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第2木曜日

４月10日（木） 午前９時～９時30分

《５月８日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越し下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２３）

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

3月 16日（日） あさじ医院 （若井町・電話44-０２２５）

21日（金） 横田内科医院 （北条町・電話42-５７１５）

23日（日） 坂部整形外科 （北条町・電話43-１４４４）

30日（日） 大杉内科医院 （別府町・電話47-００２３）

4月 6日（日） 荒木医院 （北条町・電話43-９７１１）

13日（日） おりた外科胃腸科医院 （北条町・電話42-６０００）

20日（日） つつみ神経内科 （野上町・電話45-２０５０）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

４月１日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

４月１日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

４月３日（木）健康福祉会館

４月10日（木）農村環境改善センター

４月17日（木）北部公民館

■法律相談

４月24日（木）健康福祉会館　受付は午前９時00分～11時00分

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談室

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

平成1 5年度の犬の登録と狂
犬病予防注射は、４月２日

（水）からはじまります。
詳しいことは、各町の隣保

回覧をご覧下さい。
犬の所有者は、狂犬病予防法により犬の登録

（犬を取得した日から3 0日以内に登録を行う。
※生後 9 0日以内の犬を取得した場合にあって
は、生後9 0日を経過した日）及び狂犬病の予防
注射（毎年１回）を受けさせなければなりません。
★問合先 生活安全課（電話42-８７３１）

犬の登録と狂犬病予防注射

時間はいずれも

午後１時30分～午後４時｝
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対
　
象

市
内
在
住
の
学
資
負
担

者
（
保
護
者
）

利
　
息

無
利
息

償
還
方
法

年
賦
償
還
で
１
回
の

償
還
金
は
借
入
金
額
を
在
学
年
数

で
割
っ
た
額

受
付
期
間

４
月
４
日

（金）
ま
で

※
他
の
奨
学
金
の
貸
付
や
給
付
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
申
込

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
先

学
校
教
育
課

（
電
話
42
―
８
７
７
１
）

高
校
・
大
学
等　
の　
入
学
者　
へ　

入
学
支
度
金　
を　
お　
貸　
し　
し　
ま　
す

日
　
時

４
月
13
日

（日）
９
時
〜
　

※
荒
天
中
止

場
　
所

多
目
的
広
場

（
加
西
球
場
東
側
）

参
加
費

１
人
３
０
０
円

競
技
方
法

ト
リ
プ
ル
ス

申
込
方
法

３
月
28
日

（金）
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
６
７
５
―
２
４
５
４
　
下
道
山
町

２
０
６
―
１
　
高
田
辰
夫
宛
（
電
話

44
―
３
０
５
５
※
午
後
８
時
〜
９

時
）兵

庫
県
警
で
は
、
平
成
15
年
度

第
１
回
警
察
官
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

募
集
期
間

３
月
26
日

（水）
〜
４
月

16
日

（水）

一
次
試
験
日

５
月
10
日

（土）

募
集
人
員

・
男
性
　
約
２
８
０
名

・
女
性
　
約
20
名

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
加

西
警
察
署
（
電
話
42
―
０
１
１
０
）

ま
た
は
、
各
駐
在
所
ま
で
。

警
察
官
募
集

ペ
タ
ン
ク
大
会

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

４
月
１
日

（火）
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト

申
請
の
際
に
は
、
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
原
則

と
し
て
住
民
票
の
写
し
の
提
出
が

不
要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
戸
籍

謄
本
ま
た
は
抄
本
の
提
出
が
必
要

な
申
請
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
等
詳
し
く

は
、
兵
庫
県
旅
券
事
務
所
姫
路
出

張
所
（
電
話
０
７
９
２
―
24
―
３
４

１
０
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

応
募
資
格

22
〜
26
歳
の
男
女

受
付
期
間

４
月
７
日

（月）
〜
５
月

９
日

（金）

予
備
自
衛
官
補

応
募
資
格

・
一
般
公
募
　
18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
男
女

・
技
能
公
募
　
保
有
す
る
国
家
資

格
に
応
じ
18
歳
以
上
55
歳
未
満
の

男
女 幹

部
自
衛
官
・

予
備
自
衛
官
補
の
募
集

旅
券
申
請　
の　
お　
知　
ら　
せ　

住
民
票　
の　
提
出　
が　
不
要

期
　
日

４
月
20
日

（日）
午
前
８
時

30
分
〜
（
雨
天
の
場
合
４
月
29
日

（祝）
）

場
　
所

加
西
球
場
（
開
会
式
）
他

参
加
資
格

市
内
に
居
住
す
る

方
。
１
町
１
チ
ー
ム
と
し
、
監
督

を
含
め
て
20
名
以
内
と
す
る
。
学

生
は
不
可
。（
勤
労
学
生
は
可
）

●
18
歳
〜
29
歳

１
名

●
30
歳
〜
39
歳

４
名

●
40
歳
〜
49
歳

３
名

●
50
歳
〜

１
名

※
年
長
者　
は　
年
少
組　
で　
出
場
可
、　
年

少
者　
の　
年
長
組　
で　
の　
出
場
不
可

※
18
歳
以
上
の
女
子
は
、
全
て
の

年
代
層
に
出
場
可
能

参
加
費

１
チ
ー
ム
５，　
０
０
０
円

（
保
険
料
を
含
む
）

申
込
先

４
月
７
日

（月）
ま
で
に
参

加
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
教

育
委
員
会
内
加
西
市
体
育
協
会
事

務
局
ま
で

抽
選
会
お
よ
び
監
督
会
議

４
月

11
日

（金）
午
後
７
時
〜
　
市
民
会
館

視
聴
覚
室

問
合
先

体
育
協
会
事
務
局

（
電
話
42
―
８
７
７
３
）

第
26
回　

町
親
善

ソ　
フ　
ト　
ボ　
ー　
ル　
大
会

２００３年３月号（No.４６４）

園
内　
の　
混
雑　
を　
解
消　
す　
る　
た　
め　
、　

３　
月
20
日

（　木　）　
よ　
り
次
図　
の　
と　
お　
り
体

育　
セ　
ン　
タ　
ー　
方
向　
へ　
の　
一
方
通
行　
と　
し　

ま　
す
。　
ご　
協
力　
を　
お　
願　
い　
し　
ま　
す
。

い
こ
い
の
村
は
り
ま

（
電
話
44
―
１
７
５
０
）

学校種別

高等学校

国公私立の別

国 公 立

貸付金額

60,000

私　　立 90,000

短期大学
国 公 立 40,000

私　　立 80,000

大　　学
国 公 立 120,000

私　　立 200,000

★開始日 4月1日（火）～

★場　所 市庁舎（議会棟含

む）、市民会館、健康福祉

会館、加西病院、学校など

全ての市公共施設

皆様のご協力をお願いします。

い　
こ　
い　
の　
村　
は　
り
ま　

園
内
一
部
を　
一
方
通
行　
に

市庁舎・市公共施設全館
禁煙を実施



市内で造った製品を市内で買いましょう。15

お く や み

大西　教子 58 悦　治 栗　田
高見　悦次 82 隆　弘 池　上
増田　　晉 67 徹　也 下若井
岩佐　弘子 66 隆　一 豊　倉
飯尾むめの 88 昇　市 鶉野南
金澤よしの 97 真 古坂３丁目
別所　年子 90 甫 越　水
中川はるゑ 89 勝 山下西
井上　　満 84 光　男 甲和泉
芝野　ふさ 90 三　口
喜田　正弘 75 豊 福　居
藤本千代子 69 哲　生 西高室
森　みつ子 83 藤　夫 田　原
松末　榮信 57 敏　清 別府中
横田　ちづ 83 誠 御　幸
増田きくゑ 83 潔 鶉野上
藤中松美子 68 昭　彦 古　坂
大前　隆徳 65 照　子 倉　谷
近藤まさの 87 成　雄 満　久
高橋　浅夫 45 正　美 乙和泉
多田　實榮 82 剛　士 上道山
羽馬　ゆき 98 巖 西谷東
鈴木　　茂 66 藤元幸男 下芥田
河合三千男 63 章　央 田　原
梶原つるゑ 78 敏　文 上芥田
玉田　包補 72 和　美 玉　野
甘中　一雄 87 求 笹　倉
森本まちゑ 88 荒木定弘 笠　屋
永野　博恭 80 孝　治 西上野

さ
い
。

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場
（
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
43
―
０
８
３
０
（
月
・

火
・
木
・
金
の
10
時
〜
15
時
））

市
民
が
自
発
的
意
思
に
基
づ
い

て
自
由
に
社
会
教
育
活
動
を
行
な

え
る
よ
う
に
市
民
教
養
講
座
の
企

画
委
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
募

集
し
ま
す
。

企
画
委
員
は
、
講
座
の
テ
ー
マ

や
内
容
・
講
師
・
運
営
方
針
等
を

決
定
し
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

募
集
期
間

３
月
17
日

（月）
〜
４
月

10
日

（木）

募
集
人
員

若
干
名
（
16
歳
以
上
）

応
募
方
法

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
ハ
ガ
キ
等
で
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
教
養
講
座
の

企
画
委
員
を
募
集

死亡者 年齢 喪主 町名

加西市への寄付

○加西商工会議所女性会

会長　埴岡　柚利 10万円

（教育振興資金として）

○御旅 井上　哲郎 20万円

（図書購入資金として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○上万願寺 朽木　照瑞 3万円

○朝妻 一老婆 30万円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円

○美心 2万円

○匿名 1万円

○匿名 2万円

○福居 喜田　　豊 5万円

○（株）本陣 1万2000円

○匿名 1万円

供養預託

○繁昌 菅野　長美 30万円

○福居 喜田　　豊 15万円

善意の花束

２００３年３月号（No.４６４）

（受付順　敬称略）

受
付
期
間

第
１
回

４
月
11
日

（金）
ま
で

第
２
回

７
月
22
日

（火）
〜
10
月
17

日
（金）

問
合
先

青
野
原
募
集
事
務
所

（
電
話
０
７
９
４
―
66
―
７
９
５
９
）

さ
と
う
わ
き
こ
作
、
人
気
の

「
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ
」
が

登
場
。

演
　
目
「
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
い

そ
が
し
い
よ
る
」
※
併
演
「
す
え

っ
こ
ね
こ
の
ル
ウ
」

日
　
時

３
月
21
日
（
金
・
祝
）

午
後
２
時
〜
２
時
45
分

場
　
所

北
部
公
民
館
視
聴
覚
室

入
会
金

３
０
０
円

会
　
費

月
８
０
０
円
（
４
歳
以

上
）
※
３
ヶ
月
以
上
続
け
て
く
だ

加
西　
お　
や　
こ　
劇
場
第
91
回
例
会

人
形
劇
団　
「　
ひ　
ぽ　
ぽ　
た　
あ　
む
」

〒
６
７
５
―
２
３
９
５
　
加
西
市
教

育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
（
電
話

42
―
８
７
７
２
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
43
―
１
８

０
３
）

※
第
１
回
企
画
委
員
会
　
５
月
８

日
（木）

午
後
７
時
〜
　
市
役
所
６
階

会
議
室

井
戸
水
を　
使　
っ　
て　
下
水
道
を　
使

用　
さ　
れ　
て　
い　
る　
家
庭　
で　
、　
ご　
家
族　

の　
人
員　
に　
変
更　
が　
あ　
る　
と　
き　
は
…

下
水
道
使
用
料
・
生
活
排
水
処

理
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、「
井

戸
水
の
み
使
用
の
家
庭
」
又
は

「
水
道
水
と
井
戸
水
と
の
併
用
家

庭
」
で
は
、
使
用
し
た
水
量
を
決

定
す
る
方
法
と
し
て
、
使
用
人
数

に
応
じ
て
排
除
量
を
認
定
し
て
い

ま
す
。

上
下
水
道
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

（２月28日受付分まで・敬称略）

就
職
・
転
勤
・
進
学
等
に
よ
り
、

下
水
道
使
用
人
数
に
変
更
が
あ
る

ご
家
庭
は
、「
汚
水
排
除
量
認
定
基

準
変
更
届
」
を
、
上
下
水
道
部
管

理
課
下
水
業
務
係
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
先

上
下
水
道
部
管
理
課
下

水
業
務
係
（
電
話
42
―
８
７
６
２
）

高
齢
者
及
び
障
害
者
の
い
る
世

帯
が
住
宅
改
造
等
を
さ
れ
る
場
合
、

一
部
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
を
適
用
す
る
に
あ

た
り
、
他
の
公
的
助
成
の
対
象
と

な
る
方
に
対
し
て
は
、
一
体
的
に

助
成
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
介
護
保
険
認
定
者

は
介
護
保
険
住
宅
改
修
費
支
給
制

度
（
事
業
費
の
９
割
（
上
限
20
万

円
））
と
、
身
体
障
害
者
等
は
日
常

生
活
用
具
給
付
等
と
一
体
的
に
行

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
補
助
要

件
・
対
象
限
度
額
等
の
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
着
工
前
に
ご

相
談
下
さ
い
。

相
談
・
問
合
先

市
民
福
祉
部
保

険
課
介
護
保
険
係
（
電
話
42
―
８
７

８
８
）

高
齢
者
・
障
害
者
住
宅

改
造
等
助
成
事
業

お詫び 2月号掲載の、故高見勇様
（国正町）の年齢は8 8歳でした。お詫
びして訂正させていただきます。



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H15.3.1現在（前月比）
人　口／ 51,658（－50） 世帯数／ 16,195（－22）

男　／ 25,028（－30） 女　／ 26,630（－20）

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo. jp

２００３年３月号（No.４６４）

�

☆花の美術大賞（1名）

宮本とも子（神戸市）

☆ゆめ（準大）賞（1名）

谷中　邦夫（茨城県）

☆パルナス新人賞（1名）

宮本　博文（古坂3丁目）

☆根日女（優秀）賞（10名）

筒井トオル（加古川市）、三宅　健（赤穂市）、広田

国子（西脇市）、酒井謙二（東京都）、角越長（石川

県）、落合嘉次（北海道）、山家　清（姫路市）、萩

原正良（三木市）、大南彩子（福井県）、冨田　平

（小野市） （敬称略）

また、市内からは、パルナス新人賞の宮本さんの他、

入選に高田愛子さん（別府中）、時本淑江さん（本町）、

山本健一さん（西南）、井上晃一さん（古坂）、マエダ

ミノルさん（別府町甲）の5名の方々が選ばれました。

車車上上狙狙いいにに注注意意 !!
最近、市内で車を離れたちょっとした隙を狙う車上

狙いが多発しています。車から離れる時は、

①必ずエンジンキーを抜く。②ドアをロックし、窓は完

全に閉める。③貴重品、金銭は車内に置かない。

また、自宅敷地内、集合住宅等の駐車場での被害

も相変わらず多発しています。

問合先 加西警察署（電話42-0110）

加加西西市市のの条条例例とと議議会会議議事事録録ががごご覧覧ににななれれまますす
加西市のホームページ（http://www.city.kasai.

h y o g o . j p）で、市議会議事録（現在は平成1 4年3月、

6月、9月の各定例会と4月臨時会）がご覧になれます。

また、4月1日（火）から加西市例規集（加西市条

例・規則等）も掲載します。ぜひ、ご利用ください。

花の美術大賞「偽善を見破れ」宮本とも子（神戸市）

今年から「写真と絵画のビエンナーレ展」として新し

く生まれ変わった花の定期便、「第13回花の美術大賞展」

には、北は北海道、南は沖縄の各地から2 , 4 8 6点もの写

真作品が届けられました。

この中から審査（審査員：浅井愼平氏他2名）の結果

選ばれた入賞・入選作品1 3 2点を、下記日程で展示いた

します。是非ご覧ください。

★加西展（入賞・入選132点）

3月22日（土）～3月30日（日）

加西市民会館 10：00～17：00

（無料） （30日は16：00）

★大阪展（入賞・入選132点）

4月15日（火）～4月20日（日）

咲くやこの花館（花博跡）

（入館料500円） 10：00～17：00

★東京展（入賞・入選132点）

5月13日（火）～5月18日（日）

AXIS  GALLERY（東京都港区六本木）

（無料） 10：00～19：00

問合先 教育委員会生涯学習課（電話42-8775）

★日　時 3月30日（日）～4月13日（日）10時～19時

★場　所 アスティアかさい　3階　交流プラザ

★内　容 パルナスC M放映、パルナスCMソング演奏、

関連グッズ展示、古角コレクション（絵画、写真等）展示

※3月30日（日）10時～

オープニングイベント･名曲コンサート

※4月6日（日）13時30分～

アカペラとギター弾き語り

★問合先 秘書広報課（電話42-8701）

パルナス展
＆古角松夫
コレクション展

市街地再開発ビル完成記念事業

ぐっとかみしめてごらん♪
おとぎの国のロシアの♪ モスクワの味

発行／加西市　〒675－2395 加西市北条町横尾1000番地 電話0790-42-1110（代）
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